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ののはな （野の花館だより 2008/夏号 ／ No.48） 

野の花館の今年の活動は表記のように独立行政法人福祉医療機構｢長

寿･子育て･障害者基金｣の助成を得て、この活動を行っていきます。郷

土の料理や文化を介した世代間交流による子育て支援です。 

 

うっそうと茂る竹林の門をくぐるとひろ－い土の庭・・・どっしりと

した柱、自然のままのカーブを生かして天井を貫く大きな梁。その割れ

目から松やにをにじませて・・・｢生命｣の確かさを訴えているようでも

あり､その全てが、長い間、いろりの煙にいぶされて黒光りしている・・・ 

みどりの木陰に張り出した大きな縁側・・・ 

そんな場所で子ども達とあそんでみませんか？ 

活動予定 

5月3日   野の花館まつり 

6月7日(土) 郷土料理教室｢冷や汁他｣ 

7月19日(土)竹細工教室｢水鉄砲を作って遊ぼう｣ 

8月24日(日)平和を考える集い08朗読(月光の夏)木内里美 

9月      染色教室(草木染体験) 

10月     みそづくり 

11月3日  いろりびらき 

11月16日 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ音楽の夕べ 

12月     お正月飾り作り 

1月・2月  宮崎の民話 

情報誌発行、野の花館土間手すり設置など 

 



世代を超えた交流は青少年の健全育成に必要な視点であり、地域が求

めている課題の一つでもあります。自然と歴史観豊かな(野の花館)を高

齢者子ども達の集りやすい場所として開放しコミュニテイの楽しさを体

験します。まずは郷土料理作り体験！6月7日(土)10：00～ 

野の花館“ふるさと”ふれあい子育て支援事業・第2回 

郷土料理教室･･･冷や汁を作ります。  講師･黒木淑子さん 
宮崎県の郷土料理として、暑い夏の日、青じその葉、きゅうり、ねぎ等、

こまかくきざみ、冷たい井戸水、冷蔵庫で冷やしたみそ汁を麦飯にかけ

る。この様な簡単な食事として親しまれてきましたが、人間が働くこと

にすべての時間をついやしていた時代、ご飯をたべる時間を惜しんでは 

釜の冷や飯、朝のみそ汁をぶっかけ、早々に食べ野良仕事にでていたと

いいます。それでいてしっかり食事を取っていたわけで身体も丈夫だっ

たのです。今はそのことをより工夫して栄養を考え魅力的な料理、郷土

の自慢料理として静かなブ－ムとなったようです。 

野の花館ではイリコ，白ゴマ、みそ(野の花館特製)をたっぷり使い、 

ゼイタクな？みそだまを作り、常備しておきます。何にないときにもみ

そ玉を冷や水でとかし氷をうかべ具を入れるだけで夏のおもてなしに

なります。自分で1度作ってみると手作り冷や汁のとりこになりますよ。 

                         黒木淑子 

A．冷や汁   宮崎の郷土料理【材料は 30人分】 

 暑い夏の日、多忙な農作業時の食事としてそれぞれの家庭の味が個性的・・・。早々と済ませ

るために青じそ、きゅうり、ねぎを細かく刻み、冷たい 

井戸水で冷やした味噌汁とともにご飯にかける。 

【作り方】イリコの頭と腸を取り除き、 

乾煎りする。すり鉢でイリコをよく摺り、 

ゴマをいれ更によく摺り、次に味噌を入れて 

よくすり合わせる。これを鍋の底の広いもの 

で焦げ目をつけながらゆっくり焼く。 

きゅうり、青じそ、小ねぎ、豆腐を刻む。 

【材料】 イリコ１００g２袋 ごま１００g  

みそ１kｇ、きうり、青じそ、小ねぎ 

 

 

 

 

 



子ども達に残したい郷土の味！ 
（5月3日の野の花館まつり(春を食べる会)にも多くの感想が寄せられました。） 

 

新毎年楽しみにしている野の花館まつりに、今年も参加しました。 

当日朝９時に昼食づくりのお手伝いをしようと出掛けてみるともう沢山の人達」が

働いていました。このように自主的に働いてくださる人達に、野の花館が支えられて

いるのだとつくづく思いました。 

炊事場には人数が揃っていたので、てんぷらにする野草を周囲の豊かな自然の

中で探すことにしました。参加者達と子供の頃にかえってヨメナ、ミツバ、ヨモギ等、

新芽の美味しいところを選んで摘みました。 

昼食に用意した５０人分の寿しの盛り合わせは、すぐに品切れになり黒木さんの

特製のひや汁と揚げたての野草のてんぷらも子供達に好評で揚げるそばから皆

のお腹に収まっていきました。 

近年日本の食料自給率の低下が叫ばれていますが、せめて宮崎県の自然を

子供や孫に残していかなければとの思いを新たにしました。    藤田 規子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




